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なぜ 憲:譲 じめたの ?

「何かしたい、でも何ができるやろう ?」 そんな迷いや「ボランティア

はハードルが高い」という声に応えたい。誰もが肩の力を抜いて、一歩

を踏み出せる場所になればという思いではじめました。参加のきっかけ

は何でもOK。 おしゃべりを楽しむだけでも大丈夫です。特別なスキル

がなくてもできるメニューに、自分のペースで “ぼちばち"取 り組む。

それが結果として誰かの役に立っている。そんな心地よい充実感を通し

て、ボランティアがもっと身近なものになることを願つています。

「ボラセン」で始まった「ばちボラ」の考え方は、地域の状況やニーズ

に合わせたかたちで、立花・武庫へと少しずつ広がつています。
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花・武庫へ。

域に根づく麗場所づくり

立花むすぶグループ

野尻 美沙

武庫むすぶグループ

友永 千恵子

誰でも気軽に立ち寄れて、自分のペ

ースで過ごせる場をつくりたい思い

から立ち上げました。使用済み切手

の整理やエコ封筒作りをしながら、

話したい時はおしゃべりを楽しみ、

集中したい時は黙々と作業に取り組

むなど、それぞれが自分らしく過ご

せる温かい居場所です。地域デビューや新しい一歩の

きつかけづくりにつながっています。

毎月第 3水曜日 10:00～ 12:00

立花むすぶグループ 丁EL。 (06)4950-5007
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「資源のお裾分け」も立派なボランティア活

動です。役目を終えた資源を繋ぐことは、無

理なく続けられる大切な支援の形。皆さんの

想いが巡り、誰かの笑顔に。いつも、ありが

たく使わせていただいています |

地域で何かしてみたいという声から

生まれた、ボランティアの居場所で

す。おしゃべりに笑い声が広がる

中、エコ封筒づくりを楽 しみなが

ら、できることをマイペースに取り

組んでいます。地域から寄せられた

紙資源を活用し、完成した封筒は地

域で活用。これからも「好き」や「得意」を活かし、

ワクワクするむこボラを広げていきます。

原則毎週大曜日 10:00～ 12:00

武庫むすぶグループ TEL.(06)6431-7884

ボランティアセンター TEL。 (06)4950-8863
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再利用しますので、なるべくきれいな状態のものを

いただけるとありがたいです。
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スポーツの後に

ゆっくりできる

場所があって嬉いヽ

‐ぽ

コロナの形響で体上していたクローバーカフェ

が、地域からの再開を望む声に応え 6年ぶりに

復活しました。千代木園を会場に、施設利用者

に限らず地域のどなたでも参力0できる交流の場

として開催。飲み物や軽食を囲みながら語ら

い、ほっとできる時間を通じて地域のつながり

を育んでいます。

令和 8年 11月 に100周年を迎える大庄地区婦

人連絡協議会は、これからも地域を元気に、強

みである「食」を通じて地域づくりを進めてい

きます。

ら 地域の方があつたかい気持ちになれ

る場所にと、心を込めて開催してい

抵ヤ ます | (永宗 節子会長 )

主に事故などで脳にダメージを負うことにより記憶や注意、感情の

コントロールに影響が出る、外見からは分かりにくい障害です。

本人も周囲の方も症状に気づきづらいため理解されにくく、本人・

家族は辛い思いを抱えやすいのに、市内に同じ悩みを共有できる場

所がありませんでした。

「そんな場があれば…」という声をきっかけに会がスタート。普段

家族を支える方々が辛さを語り合い、心を軽くするための居場所

です。

こんな場所が

できて安心。

次が楽 しみ !

第 1。 3火曜日 13:00～ 16:00

千代木園

(尼崎市稲葉荘 2丁目24-5)

大庄むすぶグループ 丁EL。 (06)6419-8225

※開催日時は都度決定のため不定期

参力□や見学ご希望の方は、参カロ前に少しお話を聞かせて

いただいています。一度小田むすぶグループまでご連絡

ください 1 TEL.(06)6488-5443

今まで認矢□症の家族会はよく聞いていましたが、高次脳機能障害の家族会はな

く、認矢□症の方の介護と似ているようで違う辛さを誰にも共有できませんでし

た。今は同じ辛さを持つ人に話を聞いてもらえて、数十年支えてきた中で今が

一番心が楽です。
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社協は、誰もが暮らしやすい田]

になるように、住民主体の様々

な取組みをすすめています。あ

なたもこの取組みを一緒にすす

めませんか ?ご寄付をしていた

だいた場合、税控除の対象とな

り、所得控除 (寄付金控除)を
受けることができます。

大庄地区で 5か所開催されている、「子育て交流会 いつぱ」。

親子が集い、おもちゃで遊んだり、参力]者で交流したり、

自由に過ごします。時折保健師さんも来てくれ、子育ての相

談も。

いつぱは、大庄地区の福社会館等で開催されており地域の会

長さんや民生委員さん、ボランティアさんにもご協力いただ

き、地域のつながりの場にもなつています |
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成年後見や福祉の法律について

弁護士や司法書士に相談できます。

|■・    ― ■ :||

奇数月 第 2木曜日 13時 30分～ 15時 30分

毎月 第 4木曜日 13時 30分～ 15時 30分

」R神戸線より北部にお住まいの方

成年後見等支援センター (J皓6)TEL.(06)4950-0614

」R神戸線より南部にお住まいの方

成年後見等支援センター (南部)丁EL.(06)6415-6291
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ニム 遂

子育マ生ラ舌にいっ|ノが

あったことでt近所の
知ι′合いが増 え、生

ラ舌の彩りと与ι′ました。

保育園入園前に知り

合いが出来たことで不
ltrが減 tノ ました。
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